
三
月
十
一
日
に
東
北
地
方
で
発
生
い
た
し
ま

し
た
東
日
本
大
震
災
、
未
曾
有
の
大
災
害
を
も

た
ら
し
、
多
く
の
方
々
が
亡
く
な
ら
れ
、
ま
た

沢
山
の
方
々
が
被
害
に
あ
わ
れ
ま
し
た
。
お
亡

く
な
り
に
な
ら
れ
た
方
々
に
心
よ
り
哀
悼
の
意

を
表
す
と
と
も
に
被
害
に
あ
わ
れ
た
方
々
に
お

見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。
本
学
院
の
卒
業
生
の

中
に
も
人
的
被
害
は
無
か
っ
た
も
の
の
家
や
職

場
が
被
害
に
あ
わ
れ
た
方
も
お
ら
れ
、
一
日
も

早
い
復
興
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

学
院
長
に
就
任
し
、
は
や
一
年
、
三
月
十
三

日
に
は
学
院
長
と
し
て
初
め
て
、
理
学
療
法
学

科
四
十
期
生
七
一
名
、
作
業
療
法
学
科
十
五
期

生
二
五
名
、言
語
療
法
学
科
十
一
期
生
二
九
名
、

合
計
一
二
五
名
の
卒
業
生
を
送
り
出
す
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
本
学
院
の
卒
業
生
は
平
成
二
十

二
年
度
ま
で
の
卒
業
生
を
合
わ
せ
ま
す
と
二

三

名
と
二

名
を
超
え
、
卒
業
式
で
も

述
べ
た
よ
う
に
心
強
い
先
輩
方
が
北
は
北
海
道

か
ら
南
は
九
州
・
沖
縄
ま
で
全
国
で
活
躍
し
て

お
り
ま
す
。
高
知
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
院

は
皆
様
の
古
里
で
あ
り
、
卒
業
生
は
本
学
院
の

宝
で
す
。
今
年
卒
業
さ
れ
ま
し
た
一
二
五
名
の

皆
さ
ん
も
卒
業
生
の
一
員
と
し
て
自
覚
と
誇
り

を
持
っ
て
頑
張
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。ま

た
、
四
月
二
日
に
は
理
学
療
法
学
科
第
四

十
四
期
生
六
九
名
、
作
業
療
法
学
科
十
九
期
生

三
九
名
、言
語
療
法
学
科
第
十
五
期
生
三
九
名
、

合
計
一
四
七
名
の
若
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
溢
れ
る

新
入
生
を
迎
え
、
高
知
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

学
院
の
平
成
二
十
三
年
度
が
ス
タ
ー
ト
い
た
し

ま
し
た
。
前
回
の
学
院
報
（
第
十
三
号
）
で
定

員
増
に
と
も
な
い
図
書
室
が
手
狭
に
な
り
、
新

し
い
図
書
館
（
情
報
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
・
セ
ン

タ
ー
）
の
建
設
、
合
同
教
室
の
不
足
、
運
動
場

の
確
保
な
ど
教
育
環
境
の
拡
充
・
整
備
の
必
要

性
に
つ
い
て
書
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
平

成
二
十
三
年
度
よ
り
図
書
室
は
図
書
館
と
名
称

も
改
め
、
司
書
の
方
も
非
常
勤
か
ら
常
勤
の
職

員
と
な
り
、
合
同
教
室
も
含
め
た
新
し
い
図
書

館
の
基
本
設
計
を
現
在
行
っ
て
お
り
ま
す
。
平

成
二
十
三
年
度
は
高
知
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

学
院
の
教
育
環
境
の
拡
充
・
整
備
へ
の
ス
タ
ー

ト
の
年
と
し
て
、
ま
た
大
学
移
行
も
含
め
た
学

院
の
あ
り
方
に
つ
い
て
土
佐
市
の
協
力
を
仰
ぎ

な
が
ら
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
参
り
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

ま
た
平
成
二
十
二
年
十
月
よ
り
土
佐
市
の
ご

厚
情
に
よ
り
、
土
佐
市
に
在
住
す
る
学
生
に
対

し
就
学
奨
励
費
と
し
て
年
間
六
万
円
（
四
年
間

で
二
十
四
万
円
）
の
補
助
金
が
交
付
さ
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
平
成
二
十
二
年
度
は
一
四

一
名
の
学
生
が
こ
の
制
度
を
利
用
し
て
お
り
、

こ
の
よ
う
な
制
度
が
あ
る
こ
と
も
も
っ
と
知
っ

て
い
た
だ
き
大
い
に
利
用
し
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

（ ）高知リハビリテーション学院報 第 号 年 月 日発行



理
学
療
法
学
科

小
島

保
直

僕
が
学
院
生
活
を
振
り
返
っ
て
一
番
に
思
い

出
す
こ
と
は
、
友
達
の
存
在
で
す
。
み
ん
な
簡

単
に
は
語
れ
な
い
よ
う
な
、
エ
キ
サ
イ
テ
ィ
ン

グ
な
友
達
ば
か
り
で
し
た
。
そ
ん
な
友
達
に
、

勉
強
の
分
か
ら
な
い
と
こ
ろ
は
教
え
て
も
ら
っ

た
り
、
時
に
は
こ
ち
ら
が
教
え
る
立
場
に
な
っ

た
り
し
ま
し
た
。
勉
強
以
外
に
も
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
大
会
や
学
院
祭
、
飲
み
会
な
ど
、
四
年

間
で
様
々
な
機
会
で
友
達
と
接
し
、
み
ん
な
の

い
い
と
こ
ろ
を
見
せ
て
も
ら
い
、
自
分
の
足
り

な
い
と
こ
ろ
を
気
付
か
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

そ
ん
な
経
験
を
通
じ
て
、
僕
は
四
年
間
で
精

神
的
に
成
長
で
き
た
よ
う
に
感
じ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
ま
わ
り
の
友
達
の
お
か
げ
だ
と
思
っ
て

い
ま
す
。
み
ん
な
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。
そ
し

て
何
よ
り
、四
年
間
と
て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。

だ
か
ら
今
、
高
知
リ
ハ
に
入
学
し
て
本
当
に
良

か
っ
た
な
と
感
じ
て
い
ま
す
し
、
み
ん
な
と
出

会
え
て
よ
か
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。な
の
で
、

い
つ
か
エ
キ
サ
イ
テ
ィ
ン
グ
な
友
達
と
エ
キ
サ

イ
テ
ィ
ン
グ
な
同
窓
会
が
で
き
る
こ
と
を
、
僕

は
今
か
ら
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

年 月 日発行 高知リハビリテーション学院報 第 号（ ）

作
業
療
法
学
科

細
川

真
生
子

こ
の
学
院
で
の
生
活
は
、
あ
っ
と
い
う
間
に

過
ぎ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
私
に
と
っ
て
有
意

義
な
も
の
と
な
り
ま
し
た
。
四
年
間
で
は
様
々

な
行
事
が
あ
り
、沢
山
の
経
験
が
で
き
ま
し
た
。

私
の
中
で
特
に
印
象
的
な
も
の
は
、
臨
床
実
習

で
し
た
。
臨
床
実
習
で
行
か
せ
て
い
た
だ
い
た

病
院
は
、
地
域
と
の
連
携
が
強
く
、
地
域
に
患

者
さ
ん
が
帰
れ
る
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
る
病

院
が
多
か
っ
た
で
す
。
ま
た
、
卒
業
論
文
で
地

元
の
高
齢
者
に
協
力
を
し
て
い
た
だ
い
て
、
転

倒
の
危
険
性
に
つ
い
て
調
査
し
ま
し
た
。
現
場

に
直
面
し
た
事
で
、
よ
り
一
層
私
は
地
域
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
し
た
い
と
思
う
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
今
後
、
得
た
知
識
を
活
用
し
て
地

域
で
活
躍
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

学
院
生
活
で
は
、
沢
山
の
困
難
が
あ
り
ま
し

た
が
、
同
じ
夢
を
持
っ
た
仲
間
と
互
い
に
支
え

合
い
、
先
生
方
の
ご
指
導
の
も
と
無
事
に
乗
り

越
え
る
事
が
で
き
ま
し
た
。
先
生
方
、
最
後
ま

で
指
導
し
て
下
さ
り
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

言
語
療
法
学
科

畑

友
里

は
じ
め
に
、
言
語
療
法
学
科
の
先
生
方
、
私

達
十
一
期
生
を
最
後
ま
で
指
導
し
て
下
さ
り
本

当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

十
一
期
生
は
、
入
学
当
初
ま
と
ま
り
の
無
い

ク
ラ
ス
で
し
た
。
授
業
以
外
で
は
教
室
に
誰
も

お
ら
ず
、
試
験
期
間
も
学
校
に
残
り
一
緒
に
勉

強
し
て
い
る
の
は
数
人
の
み
で
、
仲
良
く
な
れ

る
の
か
と
不
安
に
思
っ
て
い
ま
し
た
。し
か
し
、

何
か
目
標
を
持
っ
た
時
、
と
っ
て
も
強
い
私
た

ち
が
い
る
こ
と
に
気
付
き
ま
し
た
。
三
年
次
の

学
院
祭
の
ク
ラ
ス
自
慢
で
は
何
と
優
勝
！

少

な
い
時
間
の
中
み
ん
な
で
必
死
に
練
習
し
た
事

は
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。

上
級
生
に
な
る
ほ
ど
学
校
で
過
ご
す
時
間
が

増
え
、
卒
業
間
際
に
教
室
に
集
ま
っ
た
日
、
特

に
用
も
無
い
け
ど
残
っ
て
話
を
し
て
い
た
人
達

を
見
て
私
は
少
し
嬉
し
く
感
じ
た
こ
と
を
覚
え

て
い
ま
す
。

い
つ
も
同
じ
空
間
で
い
た
た
め
、
ま
た
登
校

し
た
ら
皆
に
会
え
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
ま

た
、
四
年
前
は
不
安
な
気
持
ち
で
い
た
こ
の
場

所
が
今
で
は
と
て
も
大
切
な
場
所
と
な
り
ま
し

た
が
、
学
生
と
し
て
教
室
に
集
ま
る
こ
と
は
も

う
あ
り
ま
せ
ん
。

今
度
は
、
言
語
聴
覚
士
の
仲
間
と
し
て
会
え

る
こ
と
を
楽
し
み
に
、
日
々
の
臨
床
活
動
を
頑

張
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

、

理
学
療
法
学
科

岡
崎

佐
織

作
業
療
法
学
科

眞
辺

拓
人

言
語
療
法
学
科

谷
脇

結
衣

理
学
療
法
学
科

戸
梶

慎
也

作
業
療
法
学
科

宇
佐
美
祐
衣

言
語
療
法
学
科

太
田

奈
美

道
上

真
衣

牛
窓
紫
央
里

理
学
療
法
学
科

竹
村

美
紀

作
業
療
法
学
科

坂
本

和
弥

言
語
療
法
学
科

野
村

直
美

理
学
療
法
学
科

岡
崎

佐
織

作
業
療
法
学
科

眞
辺

拓
人

言
語
療
法
学
科

谷
脇

結
衣

理
学
療
法
学
科

戸
梶

慎
也

作
業
療
法
学
科

宇
佐
美
祐
衣

言
語
療
法
学
科

太
田

奈
美

道
上

真
衣

牛
窓
紫
央
里

理
学
療
法
学
科

竹
村

美
紀

作
業
療
法
学
科

坂
本

和
弥

言
語
療
法
学
科

野
村

直
美

専専
修修
学学
校校
教教
育育
振振
興興
会会

会会
長長
表表
彰彰
者者

専
修
学
校
教
育
振
興
会

会
長
表
彰
者

日日
本本
リリ
ハハ
ビビ
リリ
テテ
ーー
シシ
ョョ
ンン

日
本
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

学学
校校
協協
会会
優優
秀秀
賞賞

学
校
協
会
優
秀
賞

日日
本本
理理
学学
療療
法法
士士
協協
会会
優優
秀秀
賞賞

日
本
理
学
療
法
士
協
会
優
秀
賞

日日
本本
言言
語語
聴聴
覚覚
士士
養養
成成
校校

日
本
言
語
聴
覚
士
養
成
校

教教
員員
連連
絡絡
協協
議議
会会
優優
秀秀
賞賞

教
員
連
絡
協
議
会
優
秀
賞

学学
院院
長長
表表
彰彰

学
院
長
表
彰

国家試験対策実務委員長 大塚 貴英

月 日に言語聴覚士国家試験、 月 日に理
学療法士・作業療法士国家試験が行われ、本学院
からは、言語療法学科 名・理学療法学科 名・
作業療法学科 名が受験しました。どの学科も合
格率で全国平均を上回ることはできましたが、目
標である ％合格 は、残念ながら達成する
ことができませんでした。
今年の国家試験はどの分野も難易度が高く、全
国の合格率が言語聴覚士 ％（昨年度 ％）、
理学療法士 ％（昨年度 ％）、作業療法士
％（昨年度 ％）と 割前後の合格率となっ

ています。このことは、これまで 療法士の増加
に力を入れていた厚生労働省が、 療法士の質の
確保 という方針転換に本腰を入れてきたという
現れであると感じています。
これまでも本学院は、質の高い療法士の輩出を
目指して学生と関わってきましたが、今後はより
一層、教職員が協力し、質の高い教育を行ってい
きたいと考えています。

国家試験対策実務委員長 大塚 貴英

月 日に言語聴覚士国家試験、 月 日に理
学療法士・作業療法士国家試験が行われ、本学院
からは、言語療法学科 名・理学療法学科 名・
作業療法学科 名が受験しました。どの学科も合
格率で全国平均を上回ることはできましたが、目
標である ％合格 は、残念ながら達成する
ことができませんでした。
今年の国家試験はどの分野も難易度が高く、全
国の合格率が言語聴覚士 ％（昨年度 ％）、
理学療法士 ％（昨年度 ％）、作業療法士
％（昨年度 ％）と 割前後の合格率となっ

ています。このことは、これまで 療法士の増加
に力を入れていた厚生労働省が、 療法士の質の
確保 という方針転換に本腰を入れてきたという
現れであると感じています。
これまでも本学院は、質の高い療法士の輩出を
目指して学生と関わってきましたが、今後はより
一層、教職員が協力し、質の高い教育を行ってい
きたいと考えています。

国国家家試試験験結結果果ににつついいてて国家試験結果について



人
間
総
合
科
学
大
学

併
修
に
つ
い
て
の
報
告

高
知
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
院
で

は
、
平
成
十
二
年
か
ら
人
間
総
合
科
学

大
学
と
併
修
提
携
を
結
び
、
併
修
制
度

を
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
併
修
制

度
と
は
、
同
時
に
専
門
学
校
と
大
学
で

学
ぶ
シ
ス
テ
ム
で
す
。
本
学
院
は
、
豊

か
な
人
間
性
と
高
い
知
性
を
も
つ
こ
と

で
品
位
を
高
め
る
と
い
う
人
間
総
合
科

学
大
学
の
理
念
に
共
感
し
、
幅
広
い
教

養
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
医
療
人
の
道

を
歩
み
始
め
た
と
き
に
必
ず
や
役
に
立

つ
と
の
思
い
か
ら
、
併
修
提
携
を
結
び

ま
し
た
。

現
在
、
約
四
割
の
学
生
が
こ
の
併
修

制
度
を
利
用
し
て
い
ま
す
が
、
平
成
二

十
二
年
度
高
知
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

学
院
卒
業
生
の
う
ち
、
五
四
名
が
、
人

間
総
合
科
学
大
学
人
間
学
部
人
間
科
学

科
を
平
成
二
十
二
年
三
月
二
十
七
日
に

卒
業
し
ま
し
た
。
な
お
、
平
成
二
十
三

年
度
入
学
者
数
は
二
九
名
に
な
る
予
定

で
す
。

卒
業
生
に
は
、
医
療
や
介
護
・
福
祉

の
場
面
に
お
い
て
大
学
で
得
た
学
識
を

も
っ
て
対
象
者
か
ら
信
頼
と
敬
愛
の
念

を
得
て
、
活
躍
さ
れ
る
よ
う
期
待
し
て

い
ま
す
。

（
教
務
部
長

山
本
）

（ ）高知リハビリテーション学院報 第 号 年 月 日発行

言
語
療
法
学
科

補
導
主
任

石
川

裕
治

昨
年
十
二
月
一
日

三
日
に
、
三
学
科
合
同
の

卒
業
研
究
発
表
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
言
語
療
法

学
科
で
は
、
四
年
次
生
二
九
名
が
学
校
生
活
集
大

成
と
も
い
え
る
発
表
を
無
事
終
え
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

今
回
は
、
こ
の
発
表
会
を
終
え
る
ま
で
に
学
生

が
ど
の
よ
う
な
過
程
を
経
て
き
た
か
を
少
し
書
い

て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
ず
、
各
学
生
が
担
当
教
員
に
分
か
れ
（
ゼ
ミ

活
動
）、
テ
ー
マ
を
検
討
し
ま
す
。
教
員
や
ゼ
ミ

内
の
学
生
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
、
教
員
と
学

年
全
員
で
の
テ
ー
マ
発
表
会
を
行
い
ま
す
。
テ
ー

マ
発
表
会
が
終
了
す
る
と
、
今
度
は
中
間
発
表
会

に
向
け
て
、
方
法
論
を
検
討
し
、
結
果
、
考
察
と

作
業
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
中
間
発
表
会
で
は
、

新
た
に
担
当
教
員
（
主
査
）
以
外
に
副
査
が
付
き
、

ポ
ス
タ
ー
形
式
の
発
表
会
を
行
い
ま
す
。
そ
し
て

最
後
に
、
学
科
内
で
の
最
終
発
表
会
を
行
い
ま
す

が
、
こ
の
時
に
は
、

抄
録
（

用
紙
一
枚
）、

論
文
（

用
紙
四
枚

五
枚
）、

発
表
用

ポ
ス
タ
ー
を
完
成
さ
せ
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
学
生
は
多
く
の
過
程
を
経
て
研

究
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
活
動
を
通
し

て
、
聴
く

話
す

読
む

書
く

の
基
本

的
な
能
力
、
ま
た
集
団
活
動
で
必
要
な
作
法
等
を

学
ん
で
い
き
ま
す
。
ま
た
、
各
発
表
会
に
は
三
年

次
生
等
も
参
加
す
る
こ
と
に
よ
り
、
経
験
の
伝
達

に
も
な
り
、
学
科
の
特
色
の
一
つ
と
も
な
っ
て
い

ま
す
。

作
業
療
法
学
科

補
導
主
任

平
松

真
奈
美

平
成
二
十
二
年
十
二
月
一
日
か
ら
三
日

ま
で
の
卒
業
研
究
発
表
会
で
は
、
作
業
療

法
学
科
二
六
名
が
発
表
し
、
活
発
な
質
疑

応
答
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
三
年
次
生
か
ら

卒
業
研
究
に
向
け
て
の
準
備
を
進
め
て
い

ま
し
た
が
、
初
め
て
の
研
究
で
も
あ
り
、

計
画
に
難
渋
し
て
な
か
な
か
捗
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
投
げ
出
し
た
い
こ
と
も
あ
っ
た

と
思
い
ま
す
が
、
幾
度
と
な
く
教
員
に
助

言
を
も
ら
い
な
が
ら
、
無
事
に
終
え
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
疑
問
を
持
っ
て
物
事

に
取
り
組
み
、
自
ら
考
え
行
動
し
て
解
決

へ
と
結
び
つ
け
る
こ
と
は
、
こ
れ
か
ら
作

業
療
法
士
と
し
て
従
事
す
る
た
め
に
と
て

も
重
要
で
す
。
こ
の
卒
業
研
究
を
通
し
て

学
ん
だ
こ
と
を
活
か
し
て
、
今
後
も
対
象

者
の
方
へ
の
援
助
や
学
術
研
究
に
研
鑽
し

て
欲
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

理
学
療
法
学
科

補
導
主
任山

崎

裕
司

七
一
名
の
四
年
生
が
研
究
を
行
い
、
数

多
く
の
知
見
が
得
ら
れ
ま
し
た
。
し
ゃ

が
み
こ
み
動
作
に
必
要
な
足
関
節
の
背
屈

可
動
域
、
反
対
側
股
関
節
の
伸
展
可
動

域
の
増
大
が
股
関
節
屈
曲
可
動
域
を
増
大

さ
せ
る
、
午
前
中
と
午
後
で
は
関
節
可

動
域
が
一

度
違
う

健
常
者
で
も
股

関
節
可
動
域
が
小
さ
い
た
め
に
股
屈
曲
筋

力
が
低
下
す
る
。
こ
ん
な
こ
と
教
科
書

に
は
載
っ
て
い
ま
せ
ん
。
難
解
な
統
計
手

法
を
用
い
た
論
文
を
読
む
と
、
ど
こ
が
役

に
立
つ
の
だ
ろ
う
と
思
っ
た
り
し
ま
す
。

で
も
今
回
の
卒
業
研
究
で
得
ら
れ
た
成
果

は
有
益
で
す
。
理
学
療
法
学
は
完
成
し
た

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
数
多
く
の
研
究

成
果
の
蓄
積
に
よ
っ
て
良
く
な
っ
て
い
き

ま
す
。
理
学
療
法
学
の
発
展
の
た
め
に
、

こ
れ
か
ら
も
一
緒
に
研
究
を
行
っ
て
い
き

ま
し
ょ
う
。
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い
ま
の
学
生
は
、
総
じ
て
自
宅
で
の
学
習
習
慣
が

な
い
こ
と
が
マ
ス
コ
ミ
で
よ
く
取
り
上
げ
ら
れ
ま

す
。
確
か
に
、
毎
日
、
小
学
生
の
よ
う
に
予
習
や
復

習
を
す
る
学
生
は
、
あ
ま
り
い
な
い
よ
う
に
思
え
ま

す
。
し
か
し
医
療
系
の
専
門
学
校
学
生
と
な
る
と
、

そ
う
は
い
か
な
く
な
り
ま
す
。
卒
業
と
同
時
に
国
家

試
験
が
あ
り
ま
す
し
、
卒
業
す
れ
ば
す
ぐ
に
、
患
者

さ
ん
や
障
害
を
も
つ
人
の
治
療
や
指
導
に
あ
た
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
四
年
間
と
い
う
限
ら
れ
た
時
間
で
、

そ
れ
ぞ
れ
の
セ
ラ
ピ
ス
ト
（
療
法
士
）
と
し
て
業
務

で
き
る
だ
け
の
学
識
と
技
量
を
育
て
て
お
か
ね
ば
な

ら
な
い
の
で
す
。

学
習
す
べ
き
内
容
は
医
学
の
発
展
と
と
も
に
習
得

す
べ
き
知
識
量
は
昔
に
比
べ
何
倍
に
も
な
っ
て
い
ま

す
し
、
臨
床
（
現
場
）
で
は
患
者
や
対
象
者
に
適
し

た
方
法
の
選
択
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
誰
に
対
し
て
も

昔
な
が
ら
の
同
じ
方
法
と
い
う
訳
に
は
い
か
な
い
の

で
す
。
こ
れ
を
思
う
と
日
々
の
積
み
重
ね
が
大
事
で

す
し
、
さ
ら
に
、
常
に
時
代
遅
れ
に
な
ら
な
い
た
め

に
卒
業
後
も
学
習
が
必
要
で
、
先
ず
は
学
習
習
慣
を

身
に
つ
け
て
お
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
し
て
、
学

習
方
法
に
は「
暗
記
」で
な
く

理
解

と「
応
用
」が

求
め
ら
れ
ま
す
。
高
等
学
校
ま
で
の
よ
う
に
、
テ
ス

ト
直
前
の

一
夜
漬
け
の
暗
記

で
は
知
識
が
身
に

つ
く
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
効
率
よ
く
学
ん
で
、
理

解
し
、
知
識
を
自
己
の
も
の
と
し
て
生
涯
に
わ
た
り

積
み
重
ね
、
臨
床
で
は
適
宜
す
ば
や
く
応
用
で
き
る

よ
う
に
し
て
お
く
こ
と
、
こ
れ
が
学
び
の
基
本
で
す
。

（
教
務
部

山
本
）

い
ま
の
学
生
は
、
総
じ
て
自
宅
で
の
学
習
習
慣
が

な
い
こ
と
が
マ
ス
コ
ミ
で
よ
く
取
り
上
げ
ら
れ
ま

す
。
確
か
に
、
毎
日
、
小
学
生
の
よ
う
に
予
習
や
復

習
を
す
る
学
生
は
、
あ
ま
り
い
な
い
よ
う
に
思
え
ま

す
。
し
か
し
医
療
系
の
専
門
学
校
学
生
と
な
る
と
、

そ
う
は
い
か
な
く
な
り
ま
す
。
卒
業
と
同
時
に
国
家

試
験
が
あ
り
ま
す
し
、
卒
業
す
れ
ば
す
ぐ
に
、
患
者

さ
ん
や
障
害
を
も
つ
人
の
治
療
や
指
導
に
あ
た
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
四
年
間
と
い
う
限
ら
れ
た
時
間
で
、

そ
れ
ぞ
れ
の
セ
ラ
ピ
ス
ト
（
療
法
士
）
と
し
て
業
務

で
き
る
だ
け
の
学
識
と
技
量
を
育
て
て
お
か
ね
ば
な

ら
な
い
の
で
す
。

学
習
す
べ
き
内
容
は
医
学
の
発
展
と
と
も
に
習
得

す
べ
き
知
識
量
は
昔
に
比
べ
何
倍
に
も
な
っ
て
い
ま

す
し
、
臨
床
（
現
場
）
で
は
患
者
や
対
象
者
に
適
し

た
方
法
の
選
択
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
誰
に
対
し
て
も

昔
な
が
ら
の
同
じ
方
法
と
い
う
訳
に
は
い
か
な
い
の

で
す
。
こ
れ
を
思
う
と
日
々
の
積
み
重
ね
が
大
事
で

す
し
、
さ
ら
に
、
常
に
時
代
遅
れ
に
な
ら
な
い
た
め

に
卒
業
後
も
学
習
が
必
要
で
、
先
ず
は
学
習
習
慣
を

身
に
つ
け
て
お
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
し
て
、
学

習
方
法
に
は「
暗
記
」で
な
く

理
解

と「
応
用
」が

求
め
ら
れ
ま
す
。
高
等
学
校
ま
で
の
よ
う
に
、
テ
ス

ト
直
前
の

一
夜
漬
け
の
暗
記

で
は
知
識
が
身
に

つ
く
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
効
率
よ
く
学
ん
で
、
理

解
し
、
知
識
を
自
己
の
も
の
と
し
て
生
涯
に
わ
た
り

積
み
重
ね
、
臨
床
で
は
適
宜
す
ば
や
く
応
用
で
き
る

よ
う
に
し
て
お
く
こ
と
、
こ
れ
が
学
び
の
基
本
で
す
。

（
教
務
部

山
本
）

就
職
状
況
に
つ
い
て

就
職
指
導
委
員
会
委
員
長

平
賀

康
嗣

就
職
状
況
に
つ
い
て
国
家
試
験
前
に

就
職
内
定
し
た
学
生
は
、
理
学
療
法
学

科
で
は
七
一
名
中
七
一
名
、
作
業
療
法

学
科
で
は
二
六
名
中
二
四
名
、
言
語
療

法
学
科
で
は
二
八
名
中
二
三
名
で
あ

り
、
未
決
定
者
の
ほ
と
ん
ど
が
国
家
試

験
合
格
後
に
決
定
す
る
と
学
生
個
人
レ

ベ
ル
で
判
断
し
て
い
た
。
つ
ま
り
平
成

二
十
二
年
度
の
就
職
は
一

％
可
能

で
あ
り
、
あ
る
程
度
自
分
の
希
望
が
叶

う
状
況
で
あ
る
と
い
え
る
。

こ
れ
に
対
し
て
日
本
社
会
全
体
は
ど

う
で
あ
っ
た
か
と
い
う
と
、
厚
生
労
働

省
が
就
職
内
定
状
況
を
調
査
し
た
結
果

（
平
成
二
十
二
年
十
月
一
日
現
在
）、

大
学
卒
業
予
定
者
の
内
定
率
は
過
去
最

低
の
五
七
・
六
％
で
前
年
同
期
を
四
・

九
ポ
イ
ン
ト
下
回
っ
て
お
り
、
男
子
は

五
九
・
五
％
（
前
年
同
期
を
三
・
八
ポ

イ
ン
ト
下
回
る
）、女
子
は
五
五
・
三
％

（
前
年
同
期
を
六
・
三
ポ
イ
ン
ト
下
回

る
）
で
あ
り
、
短
期
大
学
卒
業
予
定
者

に
至
っ
て
は
内
定
率
二
二
・
五
％
（
前

年
同
期
を
六
・
五
ポ
イ
ン
ト
下
回
る
）

と
散
々
な
結
果
と
な
っ
て
い
る
。
就
職

内
定
率
の
花
形
で
あ
る
理
学
療
法
士
・

作
業
療
法
士
・
言
語
聴
覚
士
の
養
成
校

を
含
む
専
修
学
校
就
職
内
定
率
で
さ
え

三
七
・
九
％
（
前
年
同
期
を
五
・
五
ポ

イ
ン
ト
下
回
る
）
で
あ
る
現
在
の
就
職

状
況
を
考
え
る
と
、
高
知
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
学
院
の
就
職
内
定
状
況
は

良
好
で
あ
る
と
言
え
る
。

理
学
療
法
学
科

柏

智
之

私
は
、
高
知
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学

院
の
理
学
療
法
学
科
三
十
期
生
で
す
。
高

知
市
内
に
あ
る
病
院
で
理
学
療
法
士
と
し

て
六
年
間
勤
務
し
た
後
、
本
学
院
に
講
師

と
し
て
入
職
し
て
か
ら
今
年
で
五
年
目
を

迎
え
ま
す
。

こ
の
三
月
に
は
、
入
職
当
初
か
ら
四
年

間
付
き
合
っ
て
き
た
理
学
療
法
学
科
四
十

期
生
を
初
め
て
の
卒
業
生
と
し
て
送
り
出

し
ま
し
た
。
四
十
期
生
と
過
ご
し
た
こ
の

四
年
間
で
非
常
に
印
象
的
だ
っ
た
の
は
、

日
々
手
に
取
る
よ
う
に
変
化
・
成
長
し
て

い
く
学
生
た
ち
の
様
子
で
す
。
入
学
時
に

は
色
々
な
意
味
で
驚
か
さ
れ
る
学
生
ば
か

り
で
し
た
が
、
卒
業
時
に
は
そ
れ
ぞ
れ
が

見
違
え
る
よ
う
に
成
長
し
て
お
り
、
そ
の

姿
を
目
に
す
る
の
は
今
ま
で
に
経
験
し
た

こ
と
も
な
い
感
動
と
喜
び
で
し
た
。

本
年
四
月
か
ら
は
、
理
学
療
法
学
科
四

十
四
期
生
の
補
導
主
任
を
任
さ
れ
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。
ま
だ
若
干
の
不
安
は
あ

り
ま
す
が
、
四
年
後
に
は
別
人
の
よ
う
に

成
長
し
た
四
十
四
期
生
の
姿
が
見
ら
れ
る

よ
う
に
、
新
た
な
気
持
ち
で
日
々
学
生
に

関
わ
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

、

作
業
療
法
学
科

石
元

美
知
子

私
は
三
年
生
と
四
年
生
の
副
補
導
主
任

を
し
て
い
ま
す
。
四
年
生
は
五
月
か
ら
、

三
年
生
は
一
月
か
ら
臨
床
実
習
が
あ
り
、

そ
れ
に
向
け
て
、
勉
強
し
た
知
識
を
実
践

へ
と
繋
げ
る
こ
と
や
、
社
会
性
を
つ
け
て

い
く
こ
と
も
課
題
で
す
。
担
当
科
目
は
、

一
・
二
年
生
で
は

身
体
の
構
造
と
機
能

と
、
そ
の
機
能
演
習
、
動
作
解
析

と
い

う
運
動
学
系
の
科
目
で
す
。
こ
れ
ら
の
科

目
は
神
経
・
筋
肉
の
解
剖
が
基
礎
と
な
る

科
目
で
す
。
三
年
生
で
は

中
枢
神
経
障

害
、
脊
髄
障
害
、
高
次
脳
機
能
障
害
、
職

業
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

で
す
。
こ
れ

ら
の
科
目
は
、
一
・
二
年
生
で
学
習
し
た

疾
患
や
障
害
の
理
解
や
、
神
経
・
筋
・
運

動
の
知
識
の
上
に
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。

知
識
を
順
に
積
み
上
げ
て
い
っ
て
ほ
し
い

と
思
い
ま
す
。

も
う
一
つ
、

は
、
患
者
さ
ん
と
一

緒
に
こ
れ
か
ら
の
生
活
を
作
っ
て
い
き
ま

す
。
人
の
気
持
ち
を
察
す
る
こ
と
が
で
き

る
こ
と
も
重
要
で
す
。
友
達
と
い
っ
ぱ
い

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
っ
て
く
だ
さ

い
。
そ
し
て
、
教
員
と
も
。
教
員
観
察
も

役
に
立
つ
と
思
い
ま
す
よ
。
教
員
室
に
良

く
質
問
に
来
て
く
だ
さ
い
。

言
語
療
法
学
科

福
留

梨
佐

私
は
八
年
前
に
本
学
院
を
卒
業
し
、
今

年
、
教
員
と
し
て
六
年
目
を
迎
え
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
に
十
期
生
の
一
・
二
年
次
の

副
担
任
、
三
・
四
年
次
の
担
任
を
務
め
、

今
年
、
入
学
し
ま
し
た
十
五
期
生
の
担
任

を
受
け
持
つ
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
一
年

次
か
ら
の
担
任
は
初
め
て
で
す
の
で
、
担

任
と
な
る
こ
と
が
決
ま
っ
た
時
点
で
色
々

な
事
を
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
恐

ら
く
、
新
入
生
も
私
と
同
じ
よ
う
に
胸

い
っ
ぱ
い
の
不
安
と
希
望
で
日
々
を
過
ご

し
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

本
学
院
の
学
生
は
国
家
試
験
に
合
格
す

る
と
皆
、
同
じ
職
種
と
し
て
働
く
こ
と
が

ほ
ぼ
決
ま
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
道
に
不
安

を
抱
く
学
生
、
夢
を
ど
ん
ど
ん
大
き
く
描

き
希
望
に
満
ち
溢
れ
て
い
く
学
生
な
ど
、

色
々
な
学
生
を
こ
の
六
年
間
で
目
に
し
ま

し
た
。
自
分
が
志
し
た
道
が
輝
く
道
と
な

る
よ
う
に
学
生
と
一
緒
に
精
一
杯
、
頑
張

り
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。
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四
月
よ
り
、
高
知
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学

院
図
書
室
か
ら
高
知
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学

院
図
書
館
へ
と
名
称
変

更
い
た
し
ま
し
た
。
気

持
ち
も
新
た
に
、
発
進

で
き
る
サ
ー
ビ
ス
を
増

や
し
、
学
生
の
皆
さ
ん

の
利
用
の
声
に
こ
た
え
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

今
回
は
図
書
館
が
発
進
し
て
い
る
情
報

に
つ
い
て
、
一
部
紹
介
し
ま
す
。
図
書
館

で
は
、
毎
月

図
書
だ
よ
り

を
発
行
し

て
い
ま
す
。
新
刊
案
内
、
利
用
案
内
や
教

職
員
の
コ
ラ
ム
な
ど
役
立
つ
情
報
を
載
せ

て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
毎
月
発
表
さ
れ
て

い
る
の
が
貸
出
冊
数
ラ
ン
キ
ン
グ
で
す
。

前
月
分
の
多
読
者
を
発
表
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
年
間
を
通
し
て
の
貸
出
が
多
い

多
読
者
ラ
ン
キ
ン
グ
は
、
図
書
館
カ
ウ
ン

タ
ー
前
に
掲
示
し
て
い
ま
す
。
ラ
ン
キ

ン
グ
に
ど
う
し
て
も
入
り
た
い
！

と
、

張
り
切
っ
て
借
り
に
来
た
り
、
い
つ
の

間
に
こ
ん
な
に
借
り
た
の
か

と
自
分
自

身
に
驚
い
た
り
、
友
達
の
名
前
を
見
つ
け

て
喜
ん
だ
り
と
、
そ
れ
ぞ
れ
が
ラ
ン
キ
ン

グ
に
興
味
を
示
し
て
く
れ
て
い
る
よ
う
で

す
。
本
を
借
り
る
励
み
に
な
っ
た
り
、
図

書
館
に
来
る
き
っ
か
け
に
少
し
で
も
な
っ

て
も
ら
え
れ
ば
嬉
し
い
か
ぎ
り
で
す
。

図
書
館
で
は
、
学
生
の
皆
さ
ん
が
気
持

ち
よ
く
利
用
で
き
る
よ
う
、
今
年
度
も
取

り
組
ん
で
生
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

是
非
、
図
書
館
で
研
究
・
勉
強
・
一
息
し

て
く
だ
さ
い
。

本
学
院
で
は
、
勉
強
の
他
に
ク
ラ
ブ
活
動
も
学
生

が
積
極
的
に
行
っ
て
お
り
、
現
在
は
、
フ
ッ
ト
サ
ル

部
・
卓
球
部
・
バ
レ
ー
部
・
バ
ス
ケ
ッ
ト
部
・
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
部
・
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
・
剣
道
部
・
野
球

部
・
テ
ニ
ス
部
・
ダ
ン
ス
部
・
吹
奏
楽
部
・
軽
音
部

の
計
十
二
の
多
種
多
様
な
ク
ラ
ブ
が
あ
り
、
放
課
後

や
休
日
に
活
動
を
行
っ
て
い
る
。
学
生
に
よ
っ
て
は

複
数
の
ク
ラ
ブ
に
所
属
し
て
い
る
程
、
学
年
や
学
科

の
垣
根
を
越
え
て
楽
し
く
か
つ
、
真
剣
に
活
動
し
て

い
る
。

各
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
は
、
土
佐
市
内
や
高
知
県
内

の
大
会
な
ど
に
も
参
加
し
て
お
り
、
試
合
で
勝
っ
た

り
負
け
た
り
す
る
中
で
、
み
ん
な
で
話
し
合
い
・
励

ま
し
合
い
な
が
ら
絆
を
深
め
て
い
る
。

そ
の
中
で
も
、
吹
奏
楽
部
な
ど
は
学
院
祭
や
イ
ベ

ン
ト
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
幅
広
く
活
動
し
て

い
る
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
は
老
人
ホ
ー
ム
な
ど

施
設
に
出
向
い
て
演
奏
を
し
た
り
、
お
年
寄
り
と
の

交
流
を
深
め
、
毎
年
好
評
を
頂
い
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
ク
ラ
ブ
活
動
で
は
、
勉
強
だ
け
で
は

学
ぶ
こ
と
の
で
き
な
い
連
帯
感
や
達
成
感
な
ど
を
体

験
し
、
学
院
生
活
の
大
き
な
思
い
出
の
一
ペ
ー
ジ
と

な
っ
て
い
る
。

本
学
院
で
は
、
勉
強
の
他
に
ク
ラ
ブ
活
動
も
学
生

が
積
極
的
に
行
っ
て
お
り
、
現
在
は
、
フ
ッ
ト
サ
ル

部
・
卓
球
部
・
バ
レ
ー
部
・
バ
ス
ケ
ッ
ト
部
・
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
部
・
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
・
剣
道
部
・
野
球

部
・
テ
ニ
ス
部
・
ダ
ン
ス
部
・
吹
奏
楽
部
・
軽
音
部

の
計
十
二
の
多
種
多
様
な
ク
ラ
ブ
が
あ
り
、
放
課
後

や
休
日
に
活
動
を
行
っ
て
い
る
。
学
生
に
よ
っ
て
は

複
数
の
ク
ラ
ブ
に
所
属
し
て
い
る
程
、
学
年
や
学
科

の
垣
根
を
越
え
て
楽
し
く
か
つ
、
真
剣
に
活
動
し
て

い
る
。

各
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
は
、
土
佐
市
内
や
高
知
県
内

の
大
会
な
ど
に
も
参
加
し
て
お
り
、
試
合
で
勝
っ
た

り
負
け
た
り
す
る
中
で
、
み
ん
な
で
話
し
合
い
・
励

ま
し
合
い
な
が
ら
絆
を
深
め
て
い
る
。

そ
の
中
で
も
、
吹
奏
楽
部
な
ど
は
学
院
祭
や
イ
ベ

ン
ト
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
幅
広
く
活
動
し
て

い
る
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
は
老
人
ホ
ー
ム
な
ど

施
設
に
出
向
い
て
演
奏
を
し
た
り
、
お
年
寄
り
と
の

交
流
を
深
め
、
毎
年
好
評
を
頂
い
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
ク
ラ
ブ
活
動
で
は
、
勉
強
だ
け
で
は

学
ぶ
こ
と
の
で
き
な
い
連
帯
感
や
達
成
感
な
ど
を
体

験
し
、
学
院
生
活
の
大
き
な
思
い
出
の
一
ペ
ー
ジ
と

な
っ
て
い
る
。

平
成
二
十
三
年
度
が

始
ま
り
ま
し
た
。
新
し

い
生
活
が
始
ま
っ
て
環

境
が
大
き
く
変
化
す
る

と
緊
張
や
不
安
を
か
か

え
る
人
も
い
る
と
思
い

ま
す
。

そ
ん
な
時
は
気
分
を

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
て
、

心
と
体
を
ゆ
っ
く
り
休
め
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
自
分
に
あ
っ
た
ス
ト
レ
ス
の
解

消
法
を
見
つ
け
ま
し
ょ
う
。

健
康
診
断
に
つ
い
て

本
学
で
は
、
今
年
も
三
月
と
四
月
に
定

期
健
康
診
断
を
実
施
し
ま
し
た
。

み
な
さ
ん
が
、
健
康
で
安
全
に
学
校
生

活
を
送
る
た
め
に
学
校
保
健
安
全
法
と
い

う
法
律
の
基
に
疾
病
の
早
期
発
見
・
早
期

治
療
、
お
よ
び
健
康
管
理
を
目
的
と
し
て

行
う
も
の
で
す
か
ら
、
学
生
の
み
な
さ
ん

は
必
ず
受
診
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

就
職
で
使
う
か
ら
、
実
習
で
必
要

だ
か
ら

と
い
う
理
由
だ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

健
康
診
断
当
日
に
受
け
る
こ
と
が
出
来

な
か
っ
た
人
は
、
最
寄
り
の
保
健
所
か
医

療
機
関
を
受
診
し
、
直
ち
に
そ
の
診
断
結

果
を
保
健
室
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
結

果
が
戻
っ
て
き
た
ら
、
結
果
を
読
み
、
自

分
の
体
の
状
態
を
知
っ
て
お
き
ま
し
ょ

う
。
何
ら
か
の
所
見
が
み
ら
れ
た
人
は
、

ま
ず
は
保
健
室
に
相
談
に
来
て
く
だ
さ

い
。気

軽
に
利
用
し
て
く
だ
さ
い

保
健
室
は
、
月
曜
か
ら
金
曜
の
八
時
三

十
分

十
七
時
三
十
分
ま
で
開
い
て
い
ま

す
。
皆
さ
ん
が
心
身
と
も
に
健
康
な
生
活

を
送
れ
る
よ
う
お
手
伝
い
を
し
た
い
と
思

い
ま
す
。
怪
我
を
し
た
と
き
、
体
調
が
悪

い
と
き
、
心
や
体
に
つ
い
て
知
り
た
い
と

き
、
悩
み
や
相
談
が
あ
る
と
き
、
話
を
し

た
い
時
な
ど
気
軽
に
足
を
運
ん
で
み
て
く

だ
さ
い
。

ま
た
保
健
室
で
は
、
体
重
や
血
圧
測
定

が
出
来
ま
す
。
定
期
的
に
行
っ
て
、
健
康

管
理
に
役
立
て
ま
し
ょ
う
。



山
梨
に
は

く
じ
ら
会

（
会
長

二

十
七
期
卒
業
井
村
順
治
）
と
い
う
卒
業
生

気
の
合
う
仲
間
が
集
ま
っ
て
、
医
療
・

介
護
か
ら
政
治
・
経
済
、
想
い
出
話
ま
で

幅
広
い
話
題
を
飲
み
な
が
ら
語
り
合
う
会

が
あ
り
ま
す
。
ど
う
い
う
訳
か
彼
此
二
十

年
以
上
毎
月
欠
か
さ
ず
続
い
て
い
ま
す
。

こ
の
く
じ
ら
会
の
仲
間
に
支
え
ら
れ
て
早

二
十
八
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。
情
け
な
い
こ

と
に
、
理
学
療
法
士
と
し
て
胸
を
張
れ
る

よ
う
な
知
識
・
技
術
も
無
い
ま
ま

。

も
っ
と
若
い
う
ち
に
苦
労
し
て
お
け
ば

、
研
鑽
を
積
ん
で
い
れ
ば

、
後
悔
先

に
立
た
ず
。
こ
の
年
で
は
も
う
遅
い

。

そ
れ
で
も
、
卒
業
以
来

苦
労
さ
れ
て
い

る
患
者
さ
ん
や
ご
家
族
が
日
々
元
気
に
生

活
を
送
れ
る
た
め
に
、
私
で
お
役
に
立
て

る
事
は
何
か
、
患
者
さ
ん
や
ご
家
族
に

学
ば
せ
て
頂
い
た
こ
と
は
決
し
て
無
に
し

て
は
な
ら
な
い

と
い
う
こ
と
だ
け
は
今

な
お
胸
に
臨
床
現
場
に
立
ち
続
け
て
い
ま

す
。
い
ず
れ
後
輩
や
同
僚
か
ら
そ
ろ
そ
ろ

潮
時
だ
ね

と
肩
を
叩
か
れ
る
時
が
来
る

で
し
ょ
う
。
そ
の
時
ま
で
、
い
や
理
学
療

法
士
で
あ
り
続
け
て
い
る
間
は
、
患
者
さ

ん
や
ご
家
族
に
学
ば
せ
て
頂
い
た
こ
と
を

無
に
せ
ず
、
理
学
療
法
士
と
し
て
お
役

に
立
て
る
こ
と
は
何
か

を
求
め
続
け

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

さ
て
、
今
山
梨
は
第
四
十
六
回
全
国
学

術
研
修
大
会
（
十
月
六
・
七
日
）
成
功
に

向
け
て
士
会
員
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
そ
の
要
で
あ
る
準
備
委
員
長

を
二
十
期
卒
業
生
（
磯
野
賢
）
が
、
補
佐

を
二
十
九
期
卒
業
生
（
大
西
正
紀
）
が
務

め
て
お
り
ま
す
。
く
じ
ら
会
の
面
々
も
当

然
の
こ
と
な
が
ら
奮
闘
し
て
お
り
ま
す

が
、
母
校
を
は
じ
め
全
国
各
地
の
卒
業
生

よ
り
高
所
対
処
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
あ
る

い
は
資
料
の
提
供
、
そ
し
て
激
励
等
々
多

く
の
ご
支
援
を
頂
い
て
お
り
ま
す
。
本
当

に
あ
り
が
た
い
事
で
す
。
養
成
校
の
統
廃

合
あ
る
い
は
廃
校
が
年
々
増
加
す
る
中
、

脈
々
と
受
け
継
が
れ
て
い
る

絆

・

伝

統
、
そ
し
て
母
校
の
歴
史
の
重
み
と
存

在
の
大
き
さ
を
ひ
し
ひ
し
と
感
じ
て
お
り

ま
す
。
絶
対
成
功
さ
せ
て
支
援
し
て
頂
い

て
い
る
方
々
の
期
待
に
報
い
た
い
と
思
い

ま
す
。

一
九
八
三
年
三
月
、
四
年
間
の
想
い
出

を
胸
に
小
雨
の
中

原
チ
ャ
リ

で
一
路

山
梨
へ

、
あ
れ
か
ら
早
二
十
八
年
が
経

ち
ま
し
た
。
体
力
・
気
力
・
認
知
が
確
か

な
う
ち
に
、
私
の
原
点
で
あ
る
高
知
に
帰

り
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
の
時
も
ま
た
、

原
チ
ャ
リ

で

。

あ
れ
か
ら
早
二
十
八
年

巨
摩
共
立
病
院

理
学
療
法
学
科
十
二
期
生

小
林

伸
一

年 月 日発行 高知リハビリテーション学院報 第 号（ ）

月 日 入学式

月 ・ 日 オリエンテーション

健康診断

月 日 前期授業開始

月 日 レクリエーション

月 日

月 日
前期定期試験

月 日

月 日
夏季休業

月 ・ 日 よさこい祭参加

月 日 土佐市大綱まつり

月 日 入学式

月 ・ 日 オリエンテーション

健康診断

月 日 前期授業開始

月 日 レクリエーション

月 日

月 日
前期定期試験

月 日

月 日
夏季休業

月 ・ 日 よさこい祭参加

月 日 土佐市大綱まつり

平成 年度前期行事予定表

平成 年 月 日より土佐市内又は土佐市内の賃貸宿舎に居住している学生に対して上半期、下半期それ
ぞれ 円の就学奨励費を交付することになり、平成 年度下半期は 名の学生に交付されました。

平成 年 月より伊野駅 学院間に通学バスを運行開始し、利用希望者が多く平成 年度はバス 台で
運行することになりました。

平成 年 月 日より土佐市内又は土佐市内の賃貸宿舎に居住している学生に対して上半期、下半期それ
ぞれ 円の就学奨励費を交付することになり、平成 年度下半期は 名の学生に交付されました。

平成 年 月より伊野駅 学院間に通学バスを運行開始し、利用希望者が多く平成 年度はバス 台で
運行することになりました。

就就学学奨奨励励費費ににつついいてて就学奨励費について

通通学学ババスス運運行行ににつついいてて通学バス運行について
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